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第 3 章では、ハロゲン分子(C12、 Br2、12)用いて IFe(P幻Pt(CN)0 の骨格修飾を行い、ハロゲン種とスピ
ン転移温度の相関について検討した。ハロゲン分子を吸着させると、細孔表而に位置しオープンメタルサイト
として働く白金部位に酸化的付加し、スビン転移温度が大きく変化した。それぞれの転移温度は、a.付加体


























(d北C0 宗 1,4・diazabicyclo[2,2,2]oct飢e; 3)を合成した。次に、士台となる脂質分子として
1,2・dipalmitoyl・sn・glycero-3・phosphocholine (DPPC)を用い 3 との複合体を調整したところ、通常の球状ベ
シクルが形成された一方で、3 の割合に応じて相転移挙動の変化が見られた。得られた複合体に MnⅡイオ
ンを添加したところ、膜内の 3 がシアノ基を介して Mn11イオンによって連結されることでホフマン型酉酎立高
分子の形成が確認され、平面構造を持つ平面型りポソームが得られた。これは、脂質二分子膜内に配位高分
子ドメインが形成されていることを示している。更に、3 の割合を変えることで、その酉酎立高分子ドメインのサイ
ズが制御可能であることを示した。
